


ナクファ前線での勝利はメンギスツ政権に衝撃を与えた。一例をあげれば、メンギス

ツは彼の政府が危機に瀕していることを認めた。実際に、デルグ政権の戦争政策の無

益さは明らかになっていた。しかし和平を求める代わりに、メンギスツは戦争を激化

させることを選択した―EPLFとエチオピアの一般市民の双方に対してだ。エリトリ

アでは非常事態が宣言され、外国の援助組織職員たちは追い出され、新しい焦土政策

がとられ、シェブ村はその最初の犠牲者となった。シェブ村では、400人の男女と子

どもが虐殺され、多くの人々が戦車に轢かれ、数万人が着の身着のままで追い出され

た。

過去の十年間とかつての年月により、エリトリアの人々の自由を求める気持ちは打ち

砕くことができないことをはっきりと示されていた。エリトリアはすぐに勝利するこ

とも。実際に自由と平和はもうすぐそこまで来ていた。


















